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はしがき

今回は、空間内の球の配置、点配置、球面上の点配置などに関する研究

を行った。空間内の球の配置に関しては、球どうしが交わることを認め

る場合と、認めない場合では、扱いが変わる。

球どうしが交わってもよい配置の問題では、単位球面の特殊な配置（空

間内の５個の単位球面で、どの４個も交わるが、５個すべては交わらな

いような配置）が存在しないことを証明した（徳重典英との共同研究)。

これは、球面についてのヘリー型の定理の境界に関する問題である。交

わらないような球の配置に関しては、球の配置の接触グラフの染色数や、

knottedcycleを作るのに必要な球の数のバウンドを少し改良した。

点の配置に関することでは、平面上の単位距離グラフでその補グラフ

も平面上の単位距離グラフとなるものをすべて枚挙した（S・VGervacio，
ＹＦＬｉｍとの共同研究)。球面上の点配置に関しては、ニュートンの13球

問題についての初等的な証明を与えた。また、任意の整数、＞ｄ＞、＞１

に対して、。次元ユークリッド空間内の球面で、(1)ちょうど協個の格子
点を通り、(2)しかもこれらの格子点が、次元ポリトープを張るような、
球面の方程式を与えることができた。
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